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業績予想値と実績値との差異及び営業外収益（為替差益）等の計上に関するお知らせ 

 
平成24年12月11日に公表いたしました平成25年1月期通期（平成24年2月1日～平成25年1月31日）の連結業績予

想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、お知らせいたします。また、営業外収益（為替差益）及び特別

損失（減損損失）を計上しましたので、併せてお知らせいたします。 

 

記 
 
1． 通期連結業績予想値と実績値との差異について 

（1）平成25年1月期通期連結業績予想値と実績値の差異（平成24年2月１日～平成25年１月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 （Ａ） 

百万円

54,000

百万円

1,200

百万円

1,600

百万円 

1,750 

円 銭

42.04

今 回 発 表 実 績 （Ｂ） 54,652 1,314 2,144 2,267 53.71

増 減 額  （Ｂ－Ａ） 652 114 544 517 11.67

増  減  率（％） 1.2 9.5 34.0 29.5 － 

（ご参考）前期実績 

（平成24年1月期） 
50,817 44 85 △1,573 △37.05

 

 （2）差異の理由 

当第4四半期(平成24年11月1日～平成25年1月31日)において、期首に対して期末の為替相場が

円安となったことにより、営業外収益として為替差益が5億9百万円発生しました。 

これにより経常利益及び当期純利益において前回予想を大幅に上回る実績となりました。 

（ご参考）為替相場     第3四半期末日  79.66円/US$ 

第4四半期末日  91.14円/US$ 

 

 

 

 



2．営業外収益の計上について 

当第3四半期連結累計期間（平成24年2月1日～平成24年10月31日）において、為替差益2億6百万

円を計上しておりましたが、当第4四半期末日(平成25年１月31日)では更に円安に推移し、当第4四半期

（平成24年11月1日～平成25年1月31日）で5億9百万円の為替差益が発生しました。 

これにより、平成25年 1月期（平成24年 2月 1日～平成25年 1月 31日）において、為替差益7億1

千5百万円を営業外収益に計上いたしました。これらは、主に当社が保有する外貨建資産において発生した

ものです。 

また、平成25年1月期（平成24年2月1日～平成25年1月31日）の個別決算におきましても、為替差

益4億5千万円を営業外収益に計上しております。 

 

3．特別損失の計上について 

当第2四半期（平成24年5月1日～平成24年7月31日）において、電子部品事業及び工作機械事業が

保有している固定資産のうち、その収益性が低下しているものなどについて、減損損失3億8千7百万円を

特別損失に計上しております。これに加えて、当第4四半期（平成24年11月1日～平成25年1月31日）

において、当社保有の遊休土地で時価が下落したものについて、帳簿価額を現在評価額まで減額したことに

より新たに減損損失が発生しました。 

これにより、平成25年 1月期（平成24年 2月 1日～平成25年 1月 31日）における特別損失は4億2

千9百万円となりました。 

また、平成25年1月期（平成24年2月1日～平成25年1月31日）の個別決算におきましても、減損損

失2億1千3百万円を特別損失に計上しております。 

 

4．業績に与える影響 

上記の為替差益及び特別損失の計上による当社連結業績に与える影響等につきましては、本日公表の「平

成25年1月期決算短信[日本基準]（連結）｣をご参照ください。 

 
以 上 


